デンタル・アート・カノン：口もとの審美性を考える by 坂寄 正美 et al.
一　692　一 東京医科大学雑誌 第55巻第5号
21，
デンタル・アート・カノン
ー口もとの審美性を考える一
X　22．
　　新生児けいれんモデルにおける脳酸素化と一酸化窒
　棄動態
（霞ケ浦・口腔外科）
○坂寄正美，山田容三，中島仁一，
　井上雄，松川　聡，増井康典
（口腔外科学）
　千葉博茂
（小児科）○山田直人，武井章人，戸塚隆太，
　　　　星加明徳
　日常の矯正歯科および口腔外科臨床の中で，側貌の
審美性について考え，患者に説明するにあたって有効
な基準（カノン）を考えた時に，簡潔にして有効な基
準が非常に限られていることに気づく．さまざまな側
貌分析があり，いずれも巧緻なものではあるが，それ
ぞれ「顔貌の美」という数量化不可能な客体に対して
数理解析を挑み，把握しようとするドグマティックな
方法論に過ぎない．現実に鼻根部からオトガイに至る
側貌の美は，単純にE－Line（Ricketts）などでは捉えき
れるものではない．なぜなら，その美はつねに非計測
的な要素に大きく支配されているからである．
　研究にあたっては，距離や角度の計測ではなく，比
率の分析によるプロポーション分析を行うために，鼻
尖，オトガイを結ぶいわゆるE－lineを対角線とする長
方形を設定（上辺、すなわち短辺はFrankfort平面に
平行）し，上下口唇の中点（Lip－point）の短辺，長辺
への投影を行い，比率HR，VRを求めた．
　各種の矯正治療を行った患者の検討の結果，HRは矯
正治療の前後で大きく変化するが，VRは特に垂直的な
素因を持つ不正咬合者の外科矯正前後においても，大
きな変化が認められなかった．またHRは日本人におい
ては，おおむね0．5～0．75の範囲で良好な側貌バラン
スが得られることが示唆された．
　側貌の美は上下口唇，鼻，オトガイなど口もとを構
成する各パーツの形状に大きく依存しており，またこ
れらのバランスも考慮する必要がある．本来「美」と
はDavid　Humeの言うように「見るものの眼と心の中に
存在するもの」で，側貌の美の判定には研究者の主観
が介在するため，客観的に検討することのきわめて困
難な性格のものであるが，このような比率の考え方を
とりいれたパターン認識を行うことで本来計測不可能
な「美」の考察がある程度可能ではないかと考える．
　今後は不正咬合のパターン別に捉え，実際の矯正患
者の診断にあたって簡潔にして有効な分析基準とする
ことが課題である．
［目的］新生児けいれんは新生児脳障害の予後不良因子
として臨床上重要であるが，その脳循環動態は不明な点
が多い．我々は，けいれん重積時の脳循環における内因
性NOの関与について検討してきた．今回，幼若家兎カ
イニン酸（KA）誘発てんかんモデルの脳内NO動態を微
小NO電極を用いて直接測定し，同時にモニターした脳
組織酸素化状態（近赤外線分光測定法，NIRS）および脳
血流量（CBF）と比較検討したので報告する．
［対象および方法］2週齢JW六七家兎をジエチルエーテ
ル吸入麻酔後気管切開し，臭化パンクロニウムを用い人
工呼吸管理とした．耳静脈より薬物投与，股動脈より血
圧，心拍数と血ガスをモニターした．左傍矢状面頂部脳
内にNO電極を5mm刺入し，　NOの産生を電気的変化と
して測定した（NO－501，インターメディカル社地）．
同時に近赤外線分光測定法（NIR－1000，浜松ホトニク
ス社製）の光ファイバー先端部を両側頭部に装着し脳内
酸化ヘモグロビン（HbO2），還元ヘモグロビン（HbR），お
よび総ヘモグロビン（tHb）を連続的にモニターした．右
傍矢状頭頂部を開窓しレーザードプラーにてCBFを測定
した．一対の針電極を左傍白台頭頂部脳内に刺入し脳波
をモニターした．約1時間以上の安定期間後，
㎜2㎎／kgを投与し，上記パラメータv・一一・を連続的にモ
ニターした．
［結果］KA投与後全例に脳波建てんかん波が出現し，
NOの産生も増大した．さらにHbO　2，　tHb，およびCBF
もKA投与前に比べ増加した．血圧はKA投与直後増加し
たが，その後投与前値に戻る傾向を示した．血ガスは
PO2，　PCO2に変化はなかったが，　pHとBEは低下した．
［結論］KA投与後，脳組織酸素化状態の改善，　CBFの増
加とともに脳組織内NO産生の増加を認めた．新生仔KA
誘発てんかんモデルにおいて，脳血管拡張作用によると
思われる脳血流の増加と脳内酸素化状態の維持に内因性
のNO産生増加が深く関与していると思われた．
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